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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年7月28日(2011.7.28)

【公表番号】特表2010-529284(P2010-529284A)
【公表日】平成22年8月26日(2010.8.26)
【年通号数】公開・登録公報2010-034
【出願番号】特願2010-512290(P2010-512290)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/09     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  67/04    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/09    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/10    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/20    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  63/06    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月9日(2011.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリ（ヒドロキシアルカン酸）と、核剤と、任意選択的にエチレンコポリマー、コア－
シェルポリマー、またはそれらの組み合わせとを含むかまたはそれらから製造された組成
物であって、
　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）が５個以下の炭素原子を有するヒドロキシアルカン
酸に由来する繰り返し単位を含み；
　前記核剤が１つ以上のカルボン酸を含み、または、前記組成物が前記エチレンコポリマ
ーを含む場合には、前記核剤が、前記カルボン酸のアルキルエステル、前記カルボン酸の
アルキルアミド、もしくはそれらの組み合わせを含み；
　前記カルボン酸が約１０～約３０個の炭素原子を有し、そして前記組成物の重量を基準
にして、０．５～約１５％で前記組成物中に存在し；かつ、
　前記カルボン酸が芳香族カルボン酸、脂肪族カルボン酸、ポリカルボン酸、脂肪族ヒド
ロキシカルボン酸、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含む
組成物。
【請求項２】
　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）がポリ（乳酸）を含み、そして前記カルボン酸がラ
ウリン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、エルカ酸、オレイン酸、リノール酸
、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含み；
　前記組成物が前記コア－シェルポリマーまたは前記エチレンコポリマーを含み；かつ、
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　前記核剤がステアリン酸、そのアルキルエステル、そのアルキルアミド、またはそれら
の２つ以上の組み合わせである
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　約２５～約５０％のステアリン酸と約５０～７５％の前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸
）とを含む高濃度マスターバッチである請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　ポリ（ヒドロキシアルカン酸）組成物またはポリ（ヒドロキシアルカン酸）を核剤と接
触させて配合物を製造する工程と、この配合物を物品へ熱成形する工程とを含む方法であ
って、前記組成物またはポリ（ヒドロキシアルカン酸）が請求項１～３のいずれか一項に
記載されたようなものであり；前記方法が前記熱成形中に前記ポリ（ヒドロキシアルカン
酸）の結晶化を促進するのに有効な条件下に実施され；核剤がステアリン酸、そのアルキ
ルエステル、そのアルキルアミドまたはそれらの２つ以上の組み合わせであり；かつ、前
記核剤が、前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）の前記組成物の重量を基準として、１．２
～約１０％で前記組成物または前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）中に存在する方法。
【請求項５】
　組成物を含むかまたはそれから製造された物品であって、フィルム、シート、成形品、
またはそれらの２つ以上の組み合わせを含み、前記組成物が請求項１、２または３に記載
されたようなものであり、任意選択的に熱成形品である物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】

　次に、本発明の態様を示す。
1.　ポリ（ヒドロキシアルカン酸）と、核剤と、任意成分であるエチレンコポリマー、コ
ア－シェルポリマー、またはそれらの組み合わせとを含むかまたはそれらから製造された
組成物であって、前記核剤が１つ以上のカルボン酸を含み、または、前記組成物がエチレ
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ンコポリマーを含む場合には、前記核剤が、前記カルボン酸のアルキルエステル、カルボ
ン酸のアルキルアミド、もしくはそれらの組み合わせを含み；前記カルボン酸が約１０～
約３０個の炭素原子を有し；前記カルボン酸が、前記組成物の重量を基準にして、０．５
～約１５％で前記組成物中に存在し；かつ、前記カルボン酸が芳香族カルボン酸、脂肪族
カルボン酸、ポリカルボン酸、脂肪族ヒドロキシカルボン酸、またはそれらの２つ以上の
組み合わせを含む、組成物。
2.　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）が５個以下の炭素原子を有するヒドロキシアルカ
ン酸に由来する繰り返し単位を含む上記１に記載の組成物。
3.　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）がグリコール酸、乳酸、３－ヒドロキシプロピオ
ン酸、２－ヒドロキシ酪酸、３－ヒドロキシ酪酸、４－ヒドロキシ酪酸。３－ヒドロキシ
吉草酸、４－ヒドロキシ吉草酸、５－ヒドロキシ吉草酸、またはそれらの２つ以上の組み
合わせに由来する繰り返し単位を含む上記１または２に記載の組成物。
4.　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）がポリ（グリコール酸）、ポリ（乳酸）、ポリ（
ヒドロキシ－酪酸）、ポリ（ヒドロキシ－ブチレート－バレレート）コポリマー、グリコ
ール酸と乳酸、ヒドロキシ吉草酸、５－ヒドロキシ吉草酸、またはそれらの２つ以上の組
み合わせとのコポリマーを含み；前記カルボン酸が１．２～約１０％で前記組成物中に存
在し；かつ、前記カルボン酸が脂肪族一官能性カルボン酸を含む、上記１～３のいずれか
一項に記載の組成物。
5.　前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）がポリ（乳酸）を含み、そして前記カルボン酸が
ラウリル酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、エルカ酸、オレイン酸、リノール
酸、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含む上記１～４のいずれか一項に記載の組成
物。
6.　前記コア－シェルポリマーまたは前記エチレンコポリマーをさらに含む上記５に記載
の組成物。
7.　前記核剤がステアリン酸、そのアルキルエステル、そのアルキルアミド、またはそれ
らの２つ以上の組み合わせである上記１～６のいずれか一項に記載の組成物。
8.　約２５～約５０％のステアリン酸と約５０～７５％のポリ（ヒドロキシアルカン酸）
とを含む高濃度マスターバッチである上記１～７のいずれか一項に記載の組成物。
9.　ポリ（ヒドロキシアルカン酸）組成物またはポリ（ヒドロキシアルカン酸）を核剤と
接触させて配合物を製造する工程と、前記配合物を物品へ熱成形する工程とを含む方法で
あって、前記組成物またはポリ（ヒドロキシアルカン酸）が上記１～７のいずれか一項に
記載されたようなものであり、前記方法が前記熱成形中にポリ（ヒドロキシアルカン酸）
の結晶化を促進するのに有効な条件下に実施され；核剤が上記１、５、または７に記載さ
れたようなものであり；かつ、前記核剤が前記ポリ（ヒドロキシアルカン酸）の前記組成
物の重量を基準として、１．２～約１０％で前記組成物または前記ポリ（ヒドロキシアル
カン酸）中に存在する方法。
10.　組成物を含むかまたはそれから製造された物品であって、フィルム、シート、成形
品、またはそれらの２つ以上の組み合わせを含み、前記組成物が上記１～７のいずれか一
項に記載されたようなものであり、任意選択的に熱成形品であってもよい物品。
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